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第５次行田市総合振興計画　まちづくり指標取組状況報告書

指標名 「VIVAぎょうだ」を利用した市民の割合 ％

策定時 25.9

H24年度末 20.2

H23年度末 23.7

H25年度末 23.5

H26年度末 23.9

前期（平成23年度～平成27年度）取組状況

H27年度末 18.5

5年後目標値
（H27年度末） 35.0

10年後目標値
（H32年度末） 50.0 　［凡例］

中間評価結果 悪化
10年後目標値・変更後

（※ H26又はH27年末で10年後
目標値を達成している場合のみ）

実施年度 実施内容

H23
　市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや情報紙「VIVA」などに掲載したり、フォーラムや講座等で利用をPRするとともに、第3次ぎょうだ男女共同
参画プランにおいて「拠点施設の効果的な運営」を掲げ、市民、地域活動団体等がそれぞれに抱える課題に男女共同参
画の視点を取り入れて解決を図る実践的な活動を支援した。

H24
 男女共同参画社会の実現に向けた綜合的な活動拠点施設として広く市民の利用が図られるよ
う、情報紙「VIVA]や市報、ホームページ等により情報を提供した。

平成２８年度以降の予定

・ 男女共同参画社会の実現に向けた綜合的な活動拠点施設として広く市民の利用が図られるよう、情報紙「VIVA]や市
報、ホームページ等により情報を提供する。
・空室状況をホームページに掲載し、利用者の利便性を図る。
・定期的にVIVAぎょうだを利用している市民グループを対象に声掛け、ＶＩＶＡぎょうだの登録団体を増やす。減免規定に
則り使用料を３０％減免する事により、グループ活動の活発化とＶＩＶＡ利用頻度の増加を見込む。

備　　　考

・竣工から10年目を向かえ、経年劣化による設備の故障が所々生じているため計画的に修繕予算を確保する必要があ
る。
　（空調設備、調理室のビルトインレンジなど）

H25
 男女共同参画社会の実現に向けた綜合的な活動拠点施設として広く市民の利用が図られるよ
う、情報紙「VIVA]や市報、ホームページ等により情報を提供した。

H26
 男女共同参画社会の実現に向けた綜合的な活動拠点施設として広く市民の利用が図られるよ
う、情報紙「VIVA]や市報、ホームページ等により情報を提供した。

H27
 男女共同参画社会の実現に向けた綜合的な活動拠点施設として広く市民の利用が図られるよう、情報紙「VIVA]や市
報、ホームページ等により情報を提供する。また、空室状況をホームページに掲載し、利用者の利便性を図っている。
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